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　リオ・デ・ジャネイロオリンピック・パラ
リンピック（以下、２０１６リオ）は、ブラ
ジルの景気悪化や政情不安、さらにジカ熱パ
ニックも加わり、試合観戦予定の旅行者のみ
ならず、参加を取りやめる選手も現れ、直前
まで開催が危ぶまれているような報道がされ
ていた。私も当初、惨憺たる状況なのではな
いかと恐れていたが、現地へ訪れてみると治
安は全く問題なく、政情不安とは思えないほ
ど　温かく迎えられ、楽しく学びの多い２０
１６リオを体験することができた。２０１６
リオ視察を通じ、２０２０東京オリンピック・
パラリンピック（以下、２０２０東京）の参
考となる事柄や、課題、問題点など多くの点
で気づきが得られた。もちろん国民性の違い
などもあり、そのまま日本で同様に進めるこ
とがよいとは言えないが、現在国民的関心事
項となっている２０２０東京が一歩でも良い
方向に進めばと思い、本レポートをまとめる
ことにした。*1 
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（写真１）のように、２０１６リオではオリ
ンピック開会式での聖火点灯後、市街地中心
部へ聖火台を移設し、もう一度聖火の点灯式
が行われた。*2その点灯式の周辺では、２０
１６リオのスポンサー企業が出店しており、
それら企業が中心となってイベントが行われ、
大変賑わっていた。現在、国立競技場に聖火
台が設置可能かどうかなどがクローズアップ
されているが、このように移動可能な聖火台
とすれば問題は減るのではないだろうか。ま
た、多くの人々が集う場所に聖火を置くこと
で、実際に競技を観戦していない人々にも盛
り上がりを伝えたり、会場が分散する２０２
０東京においては象徴的な場とすることがで
きる。聖火は競技場で煋々と光を灯していな
ければならないというのは、１９６４年の東
京五輪に縛られた思い込みかもしれない。例
えば、聖火を全国行脚させることで各地でイ
ベントが開かれ、観光産業を筆頭に地域経済
に対する波及効果を生み出すコンテンツの一
つにもなり得る。世界各国から集う観光客に
も感動を伝えることができ、２０２０東京で
も是非取り入れるべきだと感じた。  
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　２０１６リオでは、（写真２）（写真３）
のように競技会場においても観客が楽しく盛
り上がれるように光と音の演出を多用した、
クラブのような空間が作られていた。観客は
楽しく踊ったり唄ったりしながら応援をし、
競技の邪魔にならないようにプレー中には演
出は収まっている。２０２０東京においては、
観客が踊って唄うということは日本人の特性
からは想像しにくいが、２０２０東京でも音
楽や映像を駆使し、スポーツを観る楽しさを
存分に体験できる場を提供していくべきであ
る。 
　また、各競技の世界選手権など世界大会は
他にもあるが、国や個人の威信にかけて臨み、
各競技が集って開催されるオリンピックは特
別な舞台である。１８０ヶ国以上の国・地域
から人々が参加するそのエネルギーを多くの
日本人が感じることこそが、まさに２０２０
東京の「レガシー」となる。だからこそ、こ
れまでスポーツを観たことがない人も行きた
くなり、感動するような大会にしなければな
らず、そのためにも試合の演出について工夫
することの重要性を強く感じた。  
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　２０１６リオの演出を見たときに、「アス
リートファースト」という考え方に２０２０
東京は捕らわれ過ぎてはいないだろうかとい
うことに考えが及んだ。選手たちのプレー環
境を整えることは当然であるが、「アスリー
トファースト」のための高品質な環境提供・

会場整備ばかりが議論になっている２０２０
東京において、観客視点での検討は十分には
されていない。オリンピック・パラリンピッ
クは参加選手と共に、観客をも巻き込んだス
ポーツの祭典でなくてはならない。 
　選手目線に立てば、もちろん環境が整った
競技場でプレーしたいが、どんな環境であっ
ても与えられた環境で全力でプレーし、勝負
を決めるのが選手である。そこで、これから
２０２０東京の成功の鍵を握るのが、「観客・
住民ファースト」であると考える。なぜなら
ば、オリンピックが開催され選手が競技をで
きるのは、観客とオリンピックを招致した地
域住民がいるからだ。２０２０東京の成功の
可否、そしてレガシーを残せるかどうかは、
まさに「観客・住民ファースト」の視点にか
かっている。２０２０東京らしい「観客・住
民ファースト」とは何なのかを、改めて考え
ていく必要があるのではないか。  
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　２０２０東京において、その盛り上がりを
どのように広げていくか、また市民をどのよ
うに巻き込み、その波及効果をどのように全
国に広げていくかは、重要な課題である。今
回の２０１６リオ視察で出会った演出をここ
で紹介したい。 
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 （写真４）は、２０１６リオ開催期間中にブ
ラジルへ入国した際に入管で押されたパスポー
トスタンプである。小さな演出であるが、旅
行客にとってオリンピック気分が盛り上がる
演出だ。私はサンパウロ経由で入国したのだ
が、サンパウロの入管でも２０１６リオデザ
インのスタンプが押印された。つまり、２０
１６リオと関係なくサンパウロにのみ滞在し
た場合でも２０１６リオスタンプが押される
ということであり、この小さな演出がブラジ
ル全土２０１６リオへの関心を伝えていくと
考えると、２０２０東京の際にも是非取り入
れてもらいたい。 
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　（写真５）は、２０１６リオ会場内で販売
されているビールの容器である。２０１６リ
オの各競技マークが書かれており、どの競技
のカップで提供されるかは買うまでわからな
い。収集性を持たせることで、競技以外でも
大会の盛り上がりを作っていくことができる
という点で、面白い演出である。  
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  リオ市中で流通しているコインにも、五輪仕
様のものがあった。（写真６）*3　の特別仕
様のコインが販売されているのだが、確実に
買えるものではなく、自然な買い物の中で手
に入るかもしれないというのは観光客の消費
を刺激する上でも良い施策と言える。また、
２０２０東京の波及効果を高めるために、ご
当地五輪コインなるものがあれば、外国人観
光客を地方へ誘引するための原動力となり、
地方活性の一役を担えるのではないか。  
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　２０２０東京の魅力を高めるために、競技
会場以外のところでどれだけオリンピックムー
ブメントを作っていくかは、インバウンド・
観光産業を通じて全国に効果を波及させよう
としている２０２０東京にとって重要な課題
である。２０１６リオではスポンサー企業が
少なく、残念ながら競技会場以外での盛り上
がりは欠けていたように感じた。２０２０東
京はオールジャパンで臨むということで、非
常に多くの企業がスポンサーとして手を挙げ
ており、全国どこでも２０２０東京の雰囲気
を味わえる環境を作ることができる。全国に
展開するスポンサー企業による日本を縦断す
る五輪マーケティング施策などが行われると、
競技会場以外の盛り上げにとっては非常に効
果的ではないかと思う。  
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　（写真７）は有名なコパカバーナビーチに
仮設で作られたビーチバレーボール会場であ
る。ビーチの街リオ・デ・ジャネイロで最も
盛り上がるビーチバレーボールを中心に持っ
てきた粋な演出だったが、パラリンピックで
はビーチバレーボールが開催されなかったた
め、オリンピック終了後に解体され、元のビー
チに戻った。 

　一方、開会式、サッカー、バレーボールな
どが行われたマラカナンスタジアム/マラカナ
ンジーニョは常設の立派な建物が建設されて
いた。（写真８）はバレーボール会場となっ
たマラカナンジーニョで空調も完備され、快
適であった。 
　 
  常設と仮設にメリハリをつけて上手に活用し
ていたのが２０１６リオであったというのが
率直な印象だったが、２０２０東京は完璧な
ものを作ろうとするあまり、無駄なコストを
かけたり中途半端にコストを削減して逆に使
いにくいものを作っていないだろうか。例え
ば、国立競技場の議論では大事な　税金によっ
て建設するのであるからコストは押さえない
といけないのは当然だが、今後数十年使うの
であれば避難所としての機能等を考慮すると
屋根はあるべきかもしれない。コストはかか
るが、屋根があり、普段はライブ会場として
天気に左右されずに稼動できる施設にするこ
とが無駄のない施設となる可能性もある。 
　また、聖火台は日常的に必要な施設ではな
いため、設計時に聖火台を過剰に考慮する必
要はない。東京での五輪は５０年ぶりの祭典

であり、活かさない手はなく、これを機に大
規模建築・土木プロジェクトを進めるのは正
しいのだが、一方で２０２０東京の特需に合
わせて物事を決めてしまうと無駄なコストが
かかってしまう。このコストを比較考量し、
メリハリのついた投資によって合理的な　結
果を導くという意味において、現在の２０２
０東京に関する議論はやっと混乱から立ち直
りつつある状態だと言える。 

　さらに考慮しないといけないことは、観客
はオリンピック・パラリンピックを観に来て
いるということである。各競技のワールドカッ
プ、世界選手権などと違い、様々な競技が同
時に開催されるオリンピック・パラリンピッ
クでは、人々が集うのは個々の競技にだけで
はなく、オリンピック・パラリンピックに　
対して集まるのである。２０１６リオでは、
治安や運営などに様々な課題があり、２１０
万枚用意されていたチケットのうち、当初３ 
割しか売れていなかった。しかし、２０１６
リオが無事に開催され成功していることが伝
えられると、パラリンピックのチケットが売
れ始め、最終的には８割以上が売れた。潜在
需要が旺盛なのがよくわかるデータであり、
２０２０東京においてもこの需要を最大限喚
起し、皆が楽しみ、観戦しに行きたくなる大
会にしなければならない。  
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　平成 ２８年 １０ 月現在、残念ながら２０
２０東京は予算やガバナンスの問題が多く諸
手を挙げて国民に歓迎されているとは言い難
い状況である。メリハリのある合理的な投資
によって世紀の祭典を楽しむという点では、
２０１６リオ、リオ市民は長けていたのでは
ないかと思う。日本においても２０２０東京
に向けて、世界からいただいた５０年ぶりの
貴重なチャンスを活かしていかなければなら
ない。この機会を通じ、日本をアップグレー
ドする覚悟で２０２０東京の抱える問題に挑
み、合理的な投資を通して、選手、そして観
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客・住民が楽しめる大会を実現していかなけ
ればならない。そして、その経験こそが２０
２０東京が日本社会に残すレガシーになると　
信じている。��
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